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浄化前189.4EU/Lから清浄化後1EU/L未満へと低下し、２年間の観察期間を通じて1EU/L未満を維持した。腎性貧
血の程度は赤血球数（RBC）、ヘマトクリット（Ht）、ヘモグロビン（Hb）、網状赤血球数（Ret）を毎月測定した。
赤血球寿命は赤血球内クレアチン濃度を指標として評価した。透析液清浄化以外は血液透析の治療条件は変更
せず、腎性貧血の変化および赤血球寿命の変化を２年間前向きに観察した。 
透析液清浄化後血清CRPは速やかに正常化し、それに引き続きRBC、Ht、Hbは透析液清浄化前の309.9±7.2/
μL、28.8±0.6％、9.1±0.2g/dlから、清浄化後７ヶ月より有意に増加し、観察終了時にはそれぞれ349.7±
5.6/μL、32.6±0.3％、10.2±0.1g/d1となった。血清フェリチン値が清浄化後早期から有意に低下し、Retは
清浄化前42721±1969/μLから清浄化後５ヶ月より有意に増加し、観察終了時には54323±1814/μLとなった。
赤血球内クレアチン濃度は清浄化直ちに上昇し、８ヶ月間有意な上昇が継続した。 
以上の結果から、他の条件は変えなくとも透析液清浄化単独で腎性貧血が改善することが明らかとなり、そ
のメカニズムには、慢性炎症反応の改善効果を介した造血能の亢進に加えて赤血球寿命の延長も関与する事が
明らかとなった。 
本研究は血液透析液清浄化が赤血球寿命の延長効果を介して腎性貧血を改善する可能性を示唆しており、血
液浄化療法の発展に貢献するものである。よって、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するもの
と認められた。 
